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おわりに 

 

「石器時代が終わったのは、石が無くなったからではない」 

 

本質を突く言葉である。今となっては誰が言い出したかを探るのは難しいが、最近では、

サウジアラビアで石油相を務めたシェイク・ザキ・ヤマニ氏も発言している。石器は人類の

一大発明とされ、刃、釣り針、弓矢など様々な用途に合わせた形が工夫されて数百万年にわ

たって使用された。しかし、石はふんだんにあるものの、青銅器や鉄器といった石器よりも

っと高い性能や機能を持つ道具が発明されて、石器時代は終わった。そして、人類は本格的

に農耕文明に移行する。 

産業革命以来、化石燃料は現代文明を支えてきた。しかし、どこでも採れるものではない

ためある意味使い勝手が悪く、その偏在性が故に歴史上数多くの地政学的リスクを生んでき

た。もちろん、二酸化炭素も出す。「化石燃料よりもっと良いエネルギーを使う社会を世界

が協力してつくろう」、パリ協定の本質はここにあるのではないか。化石燃料の推定埋蔵量

のうち、残り 3 分の 1 しか使わないと。 

 

現在、我が国は、人口減少時代に突入した。我が国の人口推移の波が停滞・減少したのは、

有史以来４度目とされる。最初の波は、縄文時代、第 2 の波は農耕が始まり弥生時代以来の

増加が停滞した平安時代中期、第 3 の波は市場経済の活用を含む高度な農業社会が頂点に達

した江戸時代中期、第 4 の波は明治以降の産業革命後の増加が停滞・減少に入った現在とさ

れる。 

人類も生物の一種であり、生物学的な法則からは逃れられない。食料やエネルギーなどの

制約による環境収容力の範囲内で、S 字曲線34の増加過程をたどりながら人口は頭打ちにな

るとされている35。我が国は島国であるため、流動性の高い大陸諸国に比べて環境収容力の

影響が出やすい。狩猟採集社会、農業社会、工業社会のそれぞれにおいて、その時代の文明

の到達点として人口も限界に達したとの考え方が示されているが36、現在は、化石燃料の利

用に制約が生じたことによる化石燃料文明の到達点、とも解されている。 

人口停滞・減少期は、文明システムの成熟期で次の文明への準備期間でもあり、文化的隆

盛を迎えた時期とも言われる。縄文後期は高度な狩猟採取社会、平安時代には世界に誇る国

風文化を生んだ。江戸時代後半は、庶民が余暇を楽しみ、読み書き能力が向上したとされ、

後の明治の産業革命の基盤の一つとなった。 

 

上記を踏まえると、本提言のコンセプトともいえる「温室効果ガスの長期大幅削減と経済・

社会的課題の同時解決のための社会構造のイノベーションの実現」は、化石燃料よりもっと

良いエネルギーを使う社会に移行することをきっかけとして、過去の人口停滞期においても

                                              
34 ロジスティック曲線とも呼ばれる 

35 平成７年版環境白書 
36 歴史人口学など 
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生じたように、経済的、文化的なものをはじめ世の中全体として、次の時代を見据えて「よ

り良く」を追求し生活の質を高めることを目指すことと言えよう。 

本提言によって、我々が歴史的転換点の上にいることについて多くの人が感じ、考え、行

動するための一助になることを期待する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


